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なければ，ユニタリティ(確率の保存)が保証されなしL ユニタリティの証明には BRS 対称性が重要
な働きをする。この論文の主要部では，カ jレザ・クライン理論の BRS 対称性とユニタリティを導く。
まず，高次元時空のアインシュタイン理論の BRS対称性から，カルザ・クライン的な次元縮約 lとより，











(4 + N) 次元の時空をまず想定して，そのうち N次元部分が小さい内部空間へと転化すると考える点






立しているかど、うかは自明な事ではなく証明を要する口大桑君は，まず (4 + N) 次元重力の BRS 対






な必要条件が 1 つ証明されたことに意義がある。さらに Kaluza-Klein 理論全体について包括的なレビ
ューも行なっている労作である。
以上の諸点に鑑み，本論文は理学博士の学位論文として充分価値あるものと認める口
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